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目標の進捗状況報告書
　　　（２０１２年度・大学）

　 　

対象部局

大項目

中項目
小項目

小項目

小項目

小項目

要素

2009 2010 2011 2012 2013

→アドミッション・ポリシーの設
定、学部内における広報委員会の
創設、広報媒体作成・ＨＰの改編
および受験生および在学生への定
期的な情報発信

B Ｂ Ｂ

  

→2012年度入試を目指した入試制
度改革案の確立 B Ｂ Ｂ

  

→入学者数、在籍学生数（入学者
数を収容定員650名以内に抑える） B Ｂ Ｂ

  

 ☆

左記目標の「指標」 2009 2010 2011 2012 2013

→ 　 　 　 　 　

→ 　 　 　 　 　 　

　

担当部局は　　　　　　　　☆印の箇所を記入してください。

Ⅰ．評価項目・要素と担当部局
本シートの自己点検・評価を行う部局と項目・要素は次のとおりである。

Ⅱ．目標の進捗評価と進捗状況報告（2012.4.30現在の進捗状況報告）
　《進捗評価》

社会学部

5 学生の受け入れ

5.0.1 学生の受け入れ方針を明示しているか。
要素 求める学生像の明示

当該課程に入学するにあたり、修得しておくべき知識等の内容・水準の明示

障がいのある学生の受け入れ方針

5.0.2 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っているか。

要素 学生募集方法、入学者選抜方法の適切性

入学者選抜において透明性を確保するための措置の適切性

5.0.3　適切な定員を設定し、学生を受け入れるとともに、在籍学生数を収容定員に基づき適正に管理しているか。

要素 収容定員に対する在籍学生数比率の適切性

定員に対する在籍学生数の過剰・未充足に関する対応

5.0.4　学生募集および入学者選抜は、学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に実施されているかについて、定期的に検証を
行っているか。

　

本項目において、2009年度～2013年度の中期的な「目標」と「指標」を次のとおり設定し、毎年度進捗状況の自己評価を行っている。

　　Ａ　：　目標実現のための計画や方策などを適切に実行し、目標を達成している。もしくはほぼ達成している。
　　Ｂ　：　目標実現のための計画や方策などを概ね適切に実行しているが、まだ目標は達成していない。
　　Ｃ　：　目標実現のための計画や方策などを実行しているが十分ではなく、目標は達成していない。達成にはまだしばらく時間がかかる。
　　Ｄ　：　目標実現のための計画や方策などを実行していない。当然目標は達成していない。

進捗評価はA､B､C､Dの４段階とし、2012年4月30日現在における目標の達成度評価(2013年度の達成に対してどこまで進んだかの評価)を行った。
A､B､C､D評価は目安として次のようなものである。

2010年度以降に設定した「目標」

　

2009年度に設定した「目標」 左記目標の「指標」
進捗評価

１.学部広報体制を確立し、アドミッション・ポリシーを設定、公表す
る

２．入学試験別募集定員・受験科目の見直し

３．在籍学生数管理の徹底
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　《進捗状況》　　

目標の進捗状況について次のとおり簡単に説明する。

目標１

目標２

目標３

備考

　《評価指標データ》

ＡＯ入試、外国人留学生入試、指定校推薦入学など多様な選抜制度を採用している。入学試験別募集定員については、各種入試の比
率が高まるにつれ、募集定員と入学者数にズレが生じていたが、2012年度入試より実情に合わせて入試別募集定員を見直し、この点
を修正した。入試制度検討委員会にて学生の入学後の成績追跡調査を実施し、分析・検証を定期的に実施するとともに、制度の点検
に向けた情報を蓄積している。

2012年度の入学定員設定650名に対して、実際の入学者は664名であり、概ね目標数に一致する。過去５年の入学定員に対する入学者
数比率の平均は1.06であり、過去5年の中ではもっとも1.00に近い値となっている。

☆

　　　（特定項目データ）本項目は数量的なデータによる評価（現状分析）が可能なため、次のとおり指標を定め経年比較している。

アドミッション・ポリシーの一部を改正し、「態度・関心」「知識・思考」「技能・表現」の３項について具体的に示した。社会学
を学ぶうえで基礎となる教科内容、論理的志向の基礎となる教科内容について、その内容と習得水準を明示するようにした。一般入
試、センター利用入試、ＡＯ入試については各入試要項に掲載している。
障がいのある学生の受け入れについては、「学生の誰もが等しく学べるよう、障がいのある学生に対して修学支援を行う」との大学
の方針のもとに、総合支援センターと連携して受け入れ態勢を整えている。

単位 2008 2009 2010 2011 2012 備　考

指標1 入学定員 名 475 650 650 650 650

指標2 志願者総数 人 7,865 7,983 7,104 6,196 5,494

指標3 合格者数 名 1,744 1,869 1,653 1,653 1,667

指標4 入学者数 名 561 735 668 643 664

指標5 志願者倍率 倍 16.6 12.3 10.9 9.5 8.5 志願者÷入学定員

指標6
入学定員に対する入学者数比率（5年間平
均）

倍 1.08 1.09 1.10 1.11 1.06
入学者数÷入学定員

（小数点第二位以下切捨）

指標7 入学者に占める一般入試入学者の比率 ％ 66.5% 62.2% 55.5% 54.4% 58.4%
一般入試入学者数÷入学者数

（注）一般入試にセンター入試を含む

指標8 収容定員 名 2,445 2,445 2,435 2,425 2,600

指標9 在籍学生数 名 2,726 2,819 2,896 2,767 2,831

指標10 収容定員に対する在籍学生数比率 ％ 111.5% 115.3% 118.9% 114.1% 108.9% 在籍学生数÷収容定員

指標11 編入学生数 名
17 16 8

（3） (2)
編入学定員がない学部でも、編入学生がい

れば記入する。※その場合は（）で記入

指標12 編入学定員 名 20 20 10 － －

指標13 編入学定員に対する編入学生数比率 ％ 85.0% 80.0% 80.0% － －

指標14 学部・学科ごとの退学者数 名 17 25 21

※指標11…編入学定員を持たない学部の編入学生数は（）で記入

【社会学部】

（7） （9） （10）
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